
第６回国際成人教育会議（CONFINTEA Ⅵ）のための国内「草の根会議」 

第３回運営委員会      2009 年 11 月９日（月）pm1～4 於 法政大学 
（司会・議題準備 荒井、 本日の記録担当者 荒井 議題書込み 青字） 

議題         ⇒出席 荒井容子、野元弘幸、常葉-布施美帆 

１ 市民社会団体（CSOs）による日本レポ－ト（日本語版・英訳版の完成版）について 

日本語版  

ホ－ムペ－ジアップ（11 月 16 日）⇒担当荒井 

「草の根会議」メンバ－、執筆参加メンバ－へ連絡⇒担当荒井 

11 月 16 日文科省主催「意見交換会」での文科省への印刷版提出⇒担当荒井 

 

英語版について  

完成の見通し（11 月 16 日） 

⇒現状 別紙 △ほぼ完成 ▲未完 ■他完成後に記述 

⇒確認 ホ－ムペ－ジは全文版、分割版に分けてアップ 担当荒井 

UIL その他への送付⇒担当荒井 

会議での配布方法 

（１）CD ROM で持参。可能な範囲で参加者に分担持参依頼。 

（２）表紙・序文・目次・掲載ホ－ムペ－ジアドレスの書かれたチラシの印刷･持参 

  ⇒CD は 200 枚ほど予定。タイトルをシ－ルか印刷で表示する。参加者で分担持参。 

チラシは A4１枚両面版（表のみカラ-）1500 枚印刷。参加者で分担持参。 

⇒作成作業計画・依頼（各自で印刷してもっていってもらう可能性もあり） 

 担当荒井 

    （但し、チラシのレイアウトの工夫 担当 常葉-布施美帆） 

  ⇒本会議での CD の配布 参加者が分担して各国政府代表等に説明しながら配布する。 

              この作業計画の担当 野元  

 

２ 今後の活動スケジュ－ルの確認 

2-1 文部科学省主催「意見交換会」（2009 年 11 月 16 日）にむけた準備 

2-1-1「意見交換」内容について 

・本会議当日の動き方－政府担当者と参加者の連携に関する打合せ 

（荒井 11 月 16 日時にはｻﾎﾟ-ﾄ 常葉-布施、本会議では野元） 

・前回提出した文書「第６回国際成人教育会議における日本政府の対処方針について」 

    →書き直すか、踏襲して再確認してもらうか。 

（⇒微修正 各団体への呼びかけほか 担当荒井 可能なら三宅さんに協力依頼） 

2-1-2「意見交換会」当日の役割分担  

 

2-2 第６回国際成人教育会議本会議への取り組み（スタンド、討議参加への工夫） 

谷さん、河野さん（⇒谷・河野「呼びかけ文」。11 月 11 日にすでに「草の根会

議」メンバ-に送付されている） 

   ⇒CSOs レポ-ト 展示用に３部 冊子版を持参。 担当 荒井 

    各章ごとの提示版も 1部ずつ準備。      担当 荒井か・・・。 

   ⇒各国、各団体持参資料情報を掲示できる掲示板を設置し、ポストイットを用意。 

    ～情報交換の場にしてもらう。集まった情報は持ち帰り、会議後の日本での会議

で、「草の根会議」として分析し、各国 NGO に提供する。 準備 常葉－布施？ 

   ⇒本会議では、ブラジルに詳しい野元さんが「草の根会議」関連参加者のみなさま



の現地での諸問題に対応してくださるとのことなので、是非、お願いする。ついては、野

元さんの方で参加予定のみなさまの情報収集（フライト・滞在ホテルほか）をお願いする。 

 

2-3 FISC（市民社会組織フォ－ラム）に向けての取り組み 

（Self Activity 参画に関する協力体制） 

 ⇒参加者確認 現在 荒井、寺尾、野元 他の参加予定者情報を入手し、当日の協力・

連携体制を組む。担当 荒井     

 

2-4 今後の活動 市民社会組織レポ-トを活用したアピ-ル活動 

 

 

2-5 会議後の活動など 

⇒本会議参加者による各国情報収集資料を「草の根会議」として共有し、分析する。 

 本会議参加者は討議への参加、成果文書作成への働きかけのほか、情報収集－記録、

写真撮影、今後の他の国との連携の可能性等－に務め、その結果を、「草の根会議」

として共有し、分析する。 

⇒CSOs レポ-トに、会議参加報告、収集情報、さらにそれらの「草の根会議」として

の共同での分析などを加えて、刊行をめざす。  

 

2-6 「草の根会議」第５回会合の計画 

⇒1 月 18 日（月）夜または 1月 25 日（月）夜 

⇒11 月 16 日（月）に決定する。 

 

その他  

・ CD、チラシ作成、スタンド用の諸器材確保等は当面、当事者立替で行うが、ある程

度の費用がかかるので、「草の根会議」としてどれだけ対応できるか分からないが、

一応、領収書等はとっておいてもらう。 

・ 「草の根会議」のメンバ－組織で、「草の根会議」の活動に提供できる費用等があれ

ば、その可能性を検討しておいていだだく。 

 

 

なお、今回運営委員会での配布資料は以下のとおり。 

１）議題 

２）市民社会組織レポ-ト 日本語版 表紙、序文、目次 

３）市民社会組織レポ-ト 英語版  表紙、序文、目次（未完） 

４）「草の根会議」関連ホ-ムペ-ジ 10 月 19 日～10 月 27 日 

５）第６回国際成人教育会議のための国内「草の根会議」 

「第６回国際成人教育会議における日本政府の対処方針について」（依頼文書） 

2009 年 4 月 10 日 

 

    


